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松井紀行氏「フジカチドキ」号で奮闘!!（釧路輓馬大会）

釧路ホルスタイン共進会

C O N T E N T S



　

８
月
26
日
、
釧
路
市
大

楽
毛
神
記
念
公
苑
特
設
輓

馬
会
場
で
、
第
６
回
釧
路

輓
馬
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

釧
路
輓
馬
大
会
実
行
委

員
会
主
催
、
阿
寒
馬
事
振

興
会
・
釧
路
丹
頂
農
協
馬

事
振
興
会
後
援
で
、
全
道

各
地
か
ら
輓
馬
34
頭
、
ポ

ニ
ー
34
頭
、
う
ち
当
Ｊ
Ａ

か
ら
松
井
紀
行
氏
の
輓
馬

１
頭
・
田
中
光
儀
氏
の
輓

馬
１
頭
が
そ
れ
ぞ
れ
出
場

し
健
闘
を
み
せ
ま
し
た
。

　

積
荷
重
量
30
㎏
の
ポ
ニ

ー
か
ら
９
０
０
㎏
の
輓
馬

ま
で
、
種
目
ご
と
に
砂
の

山
（
第
１
、
第
２
障
害
）

が
二
つ
あ
る
コ
ー
ス
を
馬

が
そ
り
を
引
き
な
が
ら
力

や
速
さ
を
競
い
ま
す
。

　

競
技
種
目
は
、
一
才
輓

馬
か
ら
ポ
ニ
ー
輓
馬
、
重

量
馬
な
ど
種
目
別
に
22
レ

ー
ス
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

好
天
の
も
と
、
ご
来
場

者
か
ら
は
、
力
強
く
駆
け

る
輓
馬
や
ポ
ニ
ー
の
雄
姿

に
、
温
か
い
声
援
と
拍
手

を
送
り
、
大
会
は
盛
会
裡

に
終
了
し
ま
し
た
。

競　技　結　果

レース 競技種目 重量 順位 名　　　号 出 品 者（地区）

8 特流馬 700㎏ ２位 ツルイテンリュウ田中 光儀（鶴居）

5 三流馬 550㎏ ３位
フジカチドキ 松井 紀行（幌呂）

18 軽重量 700㎏ ３位

1

力強く坂を駆け上がる輓馬 声援を送る来場者の皆様

坂を駆け下りるポニー

輓馬が一斉にスタート!!

馬文化の継承と地域馬産の活性化を目指して!!
～ 第６回 釧路輓馬大会 ～



釧 路 ホ ル ス タ イ ン 共 進 会 　 入 賞 牛 一 覧
ジ ュ ニ ア チ ャ ン ピ オ ン MS ヤ コ ブ ス ブ ロ カ ウ マ ヤ ET 松 下 　 雅 幸（鶴 居）
リ ザ ー ブ ジ ュ ニ ア チ ャ ン ピ オ ン TKS モ ン ト レ ー フ エ イ ス 清 水 　 武 志（鶴 居）
シ ニ ア チ ャ ン ピ オ ン ウツズスター ブロー ジユデイー タラ ET 林 　 　 稔 幸（音 白）
リ ザ ー ブ シ ニ ア チ ャ ン ピ オ ン KWF ゴールド チツプ アン センビユー ET ㈱敬和ファーム（音 白）

部 順位 名　　　　　　　号 出品者（地区）

1部 2-1 ウツズスター エンペラー ギヤランドウー レオ 林　　瑠輝（音白）

２部
1-2 IF アイデイ メリデイアン リリー ET 増田　一真（鶴居）

2-2 エルムパーク BC シヤネル 安藤　　功（鶴居）

３部 1-1 TKS モントレー フエイス 清水　武志（鶴居）

４部
1-2 ウツズスター ジユデイー スプリーム タラ 林　　稔幸（音白）

2-1 IF エルムランド マツカ メロメロ ET 増田　一真（鶴居）

５部
1-1 MS ヤコブス ブロカウ マヤ ET 松下　雅幸（鶴居）

2-2 HSY ドアマン タラ プリンセス 細谷　亮太（音白）

６部 2-1 TKS ゴーゴー クラツシユ 清水　武志（鶴居）

７部
1-1 A サルサ マツカチエン レジーナ ET 安藤　　功（鶴居）

2-1 HSY ロブルーク BC キヤロライン ET 細谷　亮太（音白）

８部
1-1 ヒシヌマフアーム リース ギブソン スパ ㈲菱沼ファーム（鶴居）

2-1 ヘンドリカ スパーク ロンギヌス （農）清和農場（鶴居）

９部 2-1 ウツズスター ジユデイー シユリンプ タラ 林　　稔幸（音白）

10部
2-1 ヘイチヤン スターブライト クイーンガール ET （同）伊深ファーム（音白）

2-2 レデイホープ サンデイ デンプシー （農）清和農場（鶴居）

部 順位 名　　　　　　　号 出品者（地区）

11部
1-1 フイールドツリー アレキ スパークリング （農）清和農場（鶴居）

2-1 VSツリー ストーン シヤロン 對木　賢雅（音白）

12部 1-2 SP ルイスデール チヤリー アベイル ET （農）高橋農場（鶴居）

13部 2-1 KWF クレア ブラクストン チヤンプ ㈱敬和ファーム（音白）

14部
1-1 ウツズスター ブロー ジユデイー タラ ET 林　　稔幸（音白）

2-1 KWF ゴールド チツプ アン センビユー ET ㈱敬和ファーム（音白）

15部 2-1 コウグイス カズマド アイオーン RED 増田　一真（鶴居）

　

８
月
18
日
（
土
）、
釧
路
市

大
楽
毛
・
釧
路
農
協
連
共
進
会

場
で
、
釧
路
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

管
内
６
Ｊ
Ａ
か
ら
合
計
84

頭
、
う
ち
当
Ｊ
Ａ
か
ら
49
頭
の

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
牛
が
集
ま
り
資

質
を
競
い
ま
し
た
。審
査
員
は
、

吉
田
潤
嗣
氏
（（
一
社
）
ジ
ェ

ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道
十
勝
北
見

事
業
所
）
が
務
め
、
各
部
の
審

査
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
ジ
ュ
ニ
ア
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
に
鶴
居
、
松
下
雅

幸
さ
ん
・
シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
白
糠
、
林 

稔
幸
さ
ん
の

出
品
牛
が
選
ば
れ

る
な
ど
、
各
部
で

当
Ｊ
Ａ
は
優
秀
な

成
績
を
収
め
ま
し

た
。

　

牛
群
審
査
優
秀

農
家
表
彰
式
で

は
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら

７
農
場
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

主
な
入
賞
牛
及

び
出
品
者
並
び
に

受
賞
者
は
表
の
と

お
り
で
す
。

2

乳牛の体型・資質の向上等を目指して

審査員：吉田潤嗣 氏

平成30年度　牛群審査優秀農家表彰　受賞者
賞 受　賞　者 対象牛（頭）

優 秀 賞 井　上　 元　嗣 2
優 秀 賞 植　田　 紘　史 3
優 秀 賞 増　田　 慶　一 2
優 秀 賞 松　井　俊　治 1
優 秀 賞 松　下　 雅　幸 1
優 秀 賞 菊　地　栄　司 1
優 秀 賞 林　　　稔　幸 2

～ 平成30年度 釧路ホルスタイン共進会 ～



根釧牛乳・牛肉等の消費拡大 好評!!

　　　第 26 回　白 糠 町 　 カ ミ ン グ パ ラ ダ イ ス

　

９
月
１
、
２
日
、
白
糠
町
ハ
ミ
ン
グ
ロ

ー
ド
商
店
街
で
、
第
26
回
白
糠
町
カ
ミ
ン

グ
パ
ラ
ダ
イ
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
に
は
多
く
の
露
店
が
立
ち
並
び
、
２
日

間
に
わ
た
り
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
音
白
支
部
は
、

「
よ
つ
葉
特
選
根
釧
牛
乳
」
の

無
料
試
飲
と
牛
サ
ガ
リ
串
・
ホ

ル
モ
ン
焼
き
を
販
売
し
、
東 

直

紘
支
部
長
は
、「
今
年
新
た
に

牛
サ
ガ
リ
の
串
焼
き
を
販
売

し
、
お
い
し
い
と
好
評
で
す
。

牛
乳
を
も
っ
と
多
く
の
消
費
者

に
飲
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
私
達
の

思
い
を
伝
え
る
た
め
、
部
員
達
と
と
も

に
牛
乳
乳
製
品
・
牛
肉
等
の
消
費
拡
大

運
動
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
で
す
。」

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
白
糠
支
部
は
、
野
菜
の

販
売
を
行
な
い
、
對
木
美
由
紀
支
部
長

は
、「
今
年
の
野
菜
は
、
カ
ミ
パ
ラ
が

去
年
よ
り
一
週
間
早
い
こ
と
も
あ
り
、

量
が
少
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
部

員
み
ん
な
が
頑
張
っ
て
く
れ
た
お
か
げ

で
今
年
も
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
毎
年
野
菜
の
種
類
も
少
し
ず
つ
増

え
て
お
り
、
お
客
様
に
も
喜
ん
で
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
部
員
で
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。」

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
白
糠
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
部
会 
松
田
亜
紀
会
長
は
、「
今
年

は
、
光
る
ト
ロ
ピ
カ
ル
ジ
ュ
ー
ス
・
１

０
０
円
く
じ
等
を
販
売
し
、
親
子
連
れ

や
若
い
方
々
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
部
員
で
出
来
る

事
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
そ

れ
ぞ
れ
述
べ
、
今
年
も
カ
ミ
パ
ラ
は
大

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

 

 
青年部 音白支部

女性部白糠支部
フレッシュミズ部会

地
元
の
牛
乳

飲
ん
で
み
て
!!

3

牛肉・ホルモン 美味しく焼けてます！ トロピカルジュースをどーぞ!!



色とりどりの自家産野菜を販売!!

食と農・JAの魅力を伝えるスマートフォンアプリ
JA2MP（ジェイエイジャンプ）の普及推進

　　　第 26 回　白 糠 町 　 カ ミ ン グ パ ラ ダ イ ス

　

８
月
18
日
、
音
別
商

工
ま
つ
り
及
び
今
回
の

白
糠
カ
ミ
パ
ラ
に
て
、

Ｊ
Ａ
職
員
に
よ
る
Ｊ
Ａ

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「
Ｊ
Ａ

２
Ｍ
Ｐ
（
ジ
ェ
イ
エ
イ

ジ
ャ
ン
プ
）」
の
普
及

推
進
運
動
を
実
施
し
、

無
料
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
、
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
し
て
頂
い
た
お
客
様

へ
粗
品
（
ゆ
め
ぴ
り
か

パ
ッ
ク
米
）
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
今
後
も
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
推
進
運
動

を
実
施
し
、
北
海
道
の

食
や
農
の
サ
ポ
ー
タ
ー

（
仲
間
づ
く
り
）
へ
と

繋
げ
て
参
り
ま
す
。

 
女性部 白糠支部

パラ吉に
会いにきて
ニャー！

サポーター
550万人づくり着々と

白糠産の

野菜をぜひ！

ゆめぴりか
パック米を贈呈

JAグループ北海道

チェック
イン
スポット

4

おいしい野菜 揃ってます！

白糠カミパラでの推進

8/18 おんべつ
商工まつりにて



　

８
月
10
日
、
白
糠
町
和
天
別
・
旧
河
原
小
中
学
校
で
、
Ｊ
Ａ

青
年
部
音
白
支
部
及
び
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
主
催
の
農
村
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昼
の
部
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
な
わ
れ
、
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

夜
の
部
は
、
焼
肉
を
囲
ん
で
懇
親
会
が
行
な
わ
れ
、
花
火
大

会
や
青
年
部
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
生
バ
ン
ド
演
奏
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

農
業
担
い
手
対
策
の
一
環
と
し
て
、
研
修
生
や
新

規
就
農
希
望
者
等
の
宿
泊
施
設
を
確
保
す
る
た
め
、

７
月
30
日
に
一
般
競
争
入
札
を
行
な
い
、
業
者
が
決

定
し
８
月
上
旬
よ
り
工
事
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

　

鶴
居
市
街
に
建
設
す
る
こ
の
施
設
は
、
平
屋
建
１

棟
で
、
独
身
者
用
（
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）、
妻
帯
者
用
（
２

Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
の
２
世
帯
が
居
住
可
能
で
、
交
流
室
も
完

備
し
て
お
り
ま
す
。

　

11
月
末
の
完
成
に
向
け
、
着
々
と
工
事
が
進
ん
で

お
り
ま
す
。

　

８
月
20
～
29
日
、
日
本
獣
医
生
命

科
学
大
学
の
２
年
生
３
名
、
３
年
生

９
名
の
計
12
名
が
来
所
し
、
各
農
場

で
10
日
間
に
わ
た
り
実
習
に
入
り
ま

し
た
。
受
入
農
場
の
皆
様
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
各
農
場

で
の
実
習
体
験
の
感
想
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
次
月
号
に
掲
載
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

5

東部長ものすご～いバッティング！打球は下へ？アレ？

語らい懇親を深めました！

釧路空港での実習生受入式

9/19 時点の外観

白
糠
・
農
村

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

開
催

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学

学
外
実
習
受
入

研
修
生
受
入
施
設
の

　
　
建
設
工
事
始
ま
る
!!



日本獣医生命科学大学の学生による感想文 №2 最終回

①�　
「
Ｊ
Ａ
」
と
い
う
と
、
何
か

そ
の
地
域
の
農
業
を
支
援
し
た

り
発
展
に
努
め
て
い
る
組
合
、

と
い
う
よ
う
な
漠
然
と
し
た
知

識
し
か
無
か
っ
た
が
、
今
日
の

講
演
を
聴
き
、
多
く
の
情
報
を

得
て
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
出

来
た
。
農
業
に
関
わ
る
も
の
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
発
展
の
為

の
金
融
業
務
か
ら
、
畜
産
物
の

販
売
事
業
、
家
畜
改
良
事
業
、

生
産
施
設
事
業
な
ど
実
に
幅
広

く
、
私
が
想
像
し
て
い
た
事
業

内
容
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
、

と
て
も
驚
い
た
。

　

 　

ま
た
、
農
業
の
深
刻
な
問
題

で
あ
る
「
担
い
手
不
足
」
は
、

こ
う
し
て
数
字
や
グ
ラ
フ
に
表

さ
れ
る
と
本
当
に
急
速
に
減
少

が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
体
感
出

来
た
。

　

 　

家
畜
人
工
授
精
師
の
Ｏ
Ｂ
の

方
の
お
話
は
と
て
も
面
白
く
興

味
深
か
っ
た
。
一
日
の
流
れ
や

家
畜
人
工
授
精
師
の
資
格
の
勉

強
の
話
な
ど
聞
き
応
え
の
あ
る

も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
特

に
人
工
授
精
の
や
り
方
の
説
明

は
と
て
も
リ
ア
ル
で
、
初
め
て

そ
の
家
畜
人
工
授
精
師
の
仕
事

が
具
体
的
に
想
像
で
き
、
非
常

に
貴
重
な
時
間
に
な
っ
た
。

（
１
年
生
）

⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

② 　
今
回
の
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
の

方
々
の
話
を
聞
い
て
、
改
め
て

農
業
の
状
況
は
厳
し
い
の
だ
な

と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
戸

数
の
減
少
か
ら
わ
か
る
厳
し
さ

は
も
ち
ろ
ん
、
戸
数
が
減
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
戸

あ
た
り
の
飼
育
頭
数
が
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
一
戸
あ
た
り

の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

熱く語る西村部長

説明する辻田職員

農業に関するセミナー（６月７日・同大学で実施）

　

 　

酪
農
は
、
早
朝
か
ら
仕
事
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
点
や
力

仕
事
で
あ
る
点
、
1
人
で
は
で

き
な
い
点
な
ど
が
あ
り
、
な
か

な
か
簡
単
に
始
め
よ
う
と
思
え

る
仕
事
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
牛
の
乳
は
需
要
が

あ
る
た
め
、
酪
農
家
は
必
要
と

さ
れ
て
い
る
仕
事
で
あ
り
、
新

規
就
農
も
成
功
し
や
す
く
、
就

農
前
の
借
金
も
困
る
こ
と
な
く

返
済
で
き
る
点
で
は
、
酪
農
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る
べ
き
仕

事
だ
と
思
っ
た
。

　

 　

私
は
入
学
当
時
は
酪
農
や
牛

に
全
く
興
味
が
無
か
っ
た
が
、

一
年
時
に
行
っ
た
牧
場
実
習
で

の
経
験
や
北
海
道
か
ら
来
て
く

だ
さ
っ
た
方
の
話
を
聞
く
う
ち

に
、
将
来
牛
に
関
わ
る
仕
事
を

し
て
み
た
い
な
と
い
う
思
い
も

芽
生
え
て
き
た
の
で
、
新
規
就

農
も
視
野
に
勉
強
や
実
習
を
頑

張
り
た
い
。

（
２
年
生
）

⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

③ 　
今
回
の
こ
の
講
義
で
は
、
Ｊ

Ａ
く
し
ろ
丹
頂
の
概
況
に
つ
い

て
や
、
人
工
授
精
の
お
話
を
シ

ス
テ
ム
経
済
学
教
室
の
卒
業
生

の
先
輩
に
分
か
り
や
す
く
教
え

て
頂
き
、
実
際
に
こ
の
大
学
を

出
て
人
工
授
精
師
に
な
っ
た
方

に
、
仕
事
の
お
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

 　

私
は
、
今
就
職
先
を
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
、
悩
ん
で
い
る
所

で
す
。
悩
ん
で
い
る
中
で
、
一

つ
候
補
に
挙
が
っ
た
の
が
Ｊ
Ａ

で
す
。
で
す
が
、
Ｊ
Ａ
に
も
た

く
さ
ん
の
場
が
あ
り
、
そ
の
一

つ
と
し
て
今
回
営
農
部
で
の
仕

事
、
活
動
を
聞
く
こ
と
が
目
的

で
し
た
。
自
分
が
思
っ
て
い
た

6



熱心に聞き入る学生達

よ
り
も
、
幅
広
く
活
動
し
て
い

る
な
と
感
じ
ま
し
た
。
酪
農
を

し
て
い
る
牧
場
主
さ
ん
の
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
お
仕
事
と
い
う

の
に
も
、
と
て
も
興
味
が
わ
き

ま
し
た
。

　

 　

ま
た
、
今
回
の
資
料
の
中
に

鶴
居
村
観
光
ガ
イ
ド
が
あ
り
ま

し
た
が
、
と
て
も
キ
レ
イ
な
写

真
が
い
く
つ
も
使
わ
れ
て
お

り
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
美
し
さ
が

際
立
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ガ

イ
ド
を
見
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
を

見
て
み
た
い
と
思
う
人
が
増
え

る
こ
と
も
、
こ
の
Ｊ
Ａ
の
役
割

で
も
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
し

た
。

（
３
年
生
）

④ 　
私
は
、
今
年
の
春
に
鶴
居
村

の
方
で
実
習
を
行
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の

夏
も
根
釧
地
方
の
方
で
酪
農
ヘ

ル
パ
ー
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
酪
農
大
国
で
あ
る
北
海
道

に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
。
北
海
道
の
中
で
も
乳
生

産
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
根

釧
地
方
で
も
、
搾
乳
農
家
の
高

齢
化
や
、
離
農
に
よ
っ
て
減
少

し
て
い
て
、
人
手
不
足
を
痛
感

し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
一
戸

当
た
り
の
乳
牛
飼
養
頭
数
は
増

加
し
、
生
乳
生
産
量
が
あ
ま
り

減
少
し
て
い
な
い
事
に
努
力
を

感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

こ
と
か
ら
、
一
戸
当
た
り
の
労

働
量
は
増
え
、
以
前
よ
り
も
忙

し
さ
や
大
変
さ
は
増
し
た
の
で

は
と
考
え
ま
す
。
家
族
経
営
だ

け
で
は
ま
か
な
い
き
れ
な
い
部

分
は
、
働
き
手
や
ヘ
ル
パ
ー
の

存
在
は
大
き
く
な
る
の
で
は
と

思
い
ま
し
た
。

　

 　

ま
た
、日
獣
の
先
輩
で
あ
り
、

Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
で
人
工
授
精

師
と
し
て
仕
事
さ
れ
て
い
る
辻

田
さ
ん
の
話
を
聞
け
て
、
と
て

も
貴
重
な
時
間
で
し
た
。将
来
、

酪
農
の
仕
事
に
就
く
な
ら
ぜ
ひ

北
海
道
に
行
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

（
３
年
生
）

⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

⑤ 　
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
で
は
販
売

業
務
や
店
舗
業
務
な
ど
予
想
以

上
に
業
務
が
多
い
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。
人
工
授
精
師
の
辻
田

さ
ん
の
説
明
を
聴
い
て
、
人
工

授
精
師
は
技
術
だ
け
で
な
く
、

酪
農
家
と
の
挨
拶
や
会
話
を
通

じ
て
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
も

大
切
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
信

頼
関
係
も
築
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
人
工
授
精
師

も
決
し
て
楽
な
仕
事
で
は
な
い

と
改
め
て
理
解
で
き
ま
し
た
。

大
き
い
農
場
で
は
自
家
授
精
も

や
っ
て
い
る
こ
と
や
、
農
協
の

人
工
授
精
師
か
ら
独
立
す
る
人

も
い
る
こ
と
は
初
め
て
知
り
ま

し
た
。
人
工
授
精
師
は
、
家
畜

増
殖
・
改
良
に
お
い
て
非
常
に

重
要
な
仕
事
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

 　

今
回
の
酪
農
講
演
会
に
参
加

し
て
、
普
段
の
講
義
で
は
学
ば

な
い
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
年
の
春
期
休
暇
中

に
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
の
実
習
に

参
加
し
ま
し
た
が
、
講
演
会
を

通
し
て
、
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た

実
習
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

（
３
年
生
）
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経
営
規
模
を
拡
大
す
る
場
合
、
搾

乳
牛
は
当
然
増
加
し
ま
す
が
、
管
理

す
る
子
牛
も
預
託
を
考
え
な
い
限
り

増
加
し
ま
す
。
ま
た
、
多
頭
数
を
人

手
で
哺
乳
す
る
こ
と
は
、
従
業
員
の

負
担
増
加
に
繋
が
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
、
省

力
化
を
図
る
こ
と
は
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、

哺
育
ロ
ボ
ッ
ト
の
特
徴
や
使
用
の
注

意
点
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト

①
労
働
力
の
軽
減

　

代
用
乳
の
調
製
お
よ
び
給
与
作
業

が
省
略
で
き
ま
す
。

②
個
体
管
理
の
徹
底

　

飲
乳
ス
ピ
ー
ド
や
飲
乳
量
を
個
体

毎
で
確
認
で
き
る
た
め
、
調
子
の
悪

い
子
牛
を
発
見
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

③
頻
回
哺
乳

　

一
般
的
な
２
回
哺
乳
で
は
、
１
度

に
消
化
能
力
を
超
え
る
代
用
乳
の
量

が
消
化
器
に
流
入
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
頻
回
哺
乳
は
、
適
度
な
量

の
代
用
乳
が
流
入
す
る
た
め
、
消
化

性
が
高
ま
り
、
下
痢
発
生
の
抑
制
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

④
品
質
の
安
定
化

　

人
手
哺
乳
で
は
、
温
度
や
濃
度
が

ば
ら
つ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
に
よ
り
、
定

温
・
定
濃
度
の
給
与
が
可
能
で
す
。

注
意
点

　

上
記
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
に
は
、
日
々
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

①
混
合
補
正

　

ロ
ボ
ッ
ト
の
定
量
給
与
に
誤
差
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
、
誤
差
に
よ

る
濃
度
の
不
安
定
さ
が
、
栄
養
の
過

不
足
や
下
痢
等
の
原
因
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
定
期
的
に
補
正
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
手
順
は
、
ま
ず
、

ハ
ン
デ
ィ
で
計
量
モ
ー
ド
を
選
択
し
、

実
測
値
を
確
認
し
ま
す
。
そ
の
後
、

実
測
値
を
入
力
す
る
こ
と
で
誤
差
が

補
正
さ
れ
、
基
準
値
に
近
づ
く
ま
で

計
量
を
繰
り
返
し
ま
す
。

　

誤
差
の
発
生
原
因
と
し
て
、
お
湯

の
蒸
気
に
よ
り
、
投
入
口
で
代
用
乳

が
詰
ま
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

（
図
２
）。
投
入
口
は
、
定
期
的
に
詰

ま
り
を
確
認
し
、
詰
ま
り
を
棒
状
の

も
の
で
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

際
、
投
入
口
に
は
、
刃
が
付
い
て
い

ま
す
の
で
、
指
で
詰
ま
り
を
取
ら
な

い
で
下
さ
い
。

②
洗
浄
等
に
つ
い
て

　

洗
浄
は
、
基
本
的
に
ミ
キ
サ
ー
の

み
自
動
で
行
わ
れ
ま
す
。
初
期
設
定

で
は
、
２
回
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

３
～
４
回
に
変
更
す
る
こ
と
を
お
薦

め
し
ま
す
。

　

ミ
キ
サ
ー
以
外
の
ホ
ー
ス
は
、
手

動
に
よ
る
循
環
洗
浄
を
行
い
ま
す

（
新
機
種
に
は
、
自
動
循
環
洗
浄
機

能
が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
）。
毎
日

の
ア
ル
カ
リ
洗
浄
と
週
１
回
の
酸
洗

浄
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

洗
剤
は
、
定
量
ポ
ン
プ
に
よ
り
、
自

動
的
に
排
出
さ
れ
ま
す
（
図
３
）。

　

乳
首
は
、
す
す
ぎ
水
で
内
部
を
リ

ン
ス
で
き
ま
す
が
、
毎
日
交
換
し
、

消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

　

ホ
ー
ス
や
乳
首
な
ど
の
消
耗
品
は
、

４
个
月
に
１
回
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
、
手
動
で

行
う
部
分
が
多
く
、
洗
浄
が
疎
か
に

な
り
が
ち
で
す
。
ホ
ー
ス
や
乳
首
を

清
潔
に
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、
汚

染
源
を
少
な
く
し
、
下
痢
の
予
防
に

繋
が
り
ま
す
。

　

哺
育
ロ
ボ
ッ
ト
の
製
造
は
全
て
同

じ
で
す
が
、
販
売
メ
ー
カ
ー
毎
に
仕

様
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
説
明
書
等
を
参
照
し
、
今

回
の
内
容
を
是
非
、
取
り
入
れ
て
み

て
下
さ
い
。

図１　ロボット内部
（オリオンHP より）

図２　投入口

図３　洗剤関係

※�

自
動
計
量
の
オ
プ
シ
ョ
ン
機
能
を
搭
載

で
き
る
機
種
も
あ
り
ま
す
。
手
動
で
の

計
量
も
可
能
で
す
。
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Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

　

８
月
に
、
Ｊ
Ａ
と
う
や
湖
等
の

協
力
を
頂
き
、
小
学
生
の
親
子
を

対
象
と
し
た
『
旬
食
カ
レ
ッ
ジ
in
洞
爺
湖
』
を

開
催
し
ま
し
た
。
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
体
験
、

地
元
産
じ
ゃ
が
い
も
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
等
を
使
っ

た
料
理
教
室
、
Ｊ
Ａ
に
よ
る
講
演
等
を
実
施
し
、

道
産
野
菜
の
お
い
し
さ
や

栽
培
の
こ
だ
わ
り
な
ど
、

食
や
農
の
大
切
さ
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
は
、「
食
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
り
勉

強
に
な
っ
た
」「
ま
た
参

加
し
た
い
」
な
ど
好
評
で

し
た
。

ホ
ク
レ
ン

　

北
海
道
産
牛
肉
を
炭
火

焼
き
で
楽
し
ん
で
も
ら
う

「
第
2
回
北
海
道
牛
肉
ま
つ
り
in
さ
っ
ぽ
ろ
」

が
7
月
29
日
か
ら
8
月
1
日
の
4
日
間
、
札
幌

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
駐
車
場
特
設
会
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
2
日
目
の
30
日
に
は
「
北
海

道
産
牛
肉
応
援
Ｐ
Ｒ
大

使
」
で
グ
ル
メ
タ
レ
ン
ト

の
ア
ン
ジ
ェ
ラ
佐
藤
さ
ん

が
登
場
。

　

北
海
道
庁
と
ホ
ク
レ
ン

の
若
手
職
員
計
５
人
を
相

手
に
「
大
食
い
競
争
」
に

挑
戦
し
、
会
場
か
ら
大
き

な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

　

８
月
３
日
に
札
幌
・
共
済
ホ
ー

ル
に
て
「
全
道
Ｌ
Ａ
・
ス
マ
サ
ポ

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
平
成
29
年
度
普
及
活
動

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
Ｌ
Ａ
22
名
と
、

ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
15
名
が
登
壇
し
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
こ

れ
か
ら
も
「
３
Ｑ
訪
問

活
動
」
と
「
あ
ん
し
ん

チ
ェ
ッ
ク
（
保
障
点
検

活
動
）」
の
実
践
を
通

じ
て
組
合
員
・
地
域
利

用
者
の
信
頼
と
期
待
に

応
え
、「
安
心
」
と
「
満

足
」
の
提
供
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆

様
の
生
命
と
健
康
を
守
る

た
め
、
本
会
事
業
の
積
極

的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
広
報

誌
「
す
ま
い
る
」
を
発
行

し
て
お
り
ま
す
。

　

年
３
回
発
行
し
て
お

り
、
様
々
な
医
療
・
健
康

情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ
さ

い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

　

11
月
開
催
の
第
29
回
Ｊ
Ａ
北
海

道
大
会
に
向
け
て
組
合
員
の
声
を

反
映
さ
せ
る
た
め
、
9
月
末
を
期
限
と
す
る
組

織
討
議
を
実
施
し
ま
す
。

　

原
案
に
は
、前
回
大
会
で
掲
げ
た
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
「
北
海
道
５
５
０
万
人
と

共
に
創
る
『
力
強
い
農
業
』
と
『
豊
か
な
魅
力

あ
る
農
村
』
の
実
現
」
に
向
け
て
、
農
業
所
得

増
大
や
サ
ポ
ー
タ
ー
５
５
０
万
人
づ
く
り
の
継

続
実
施
な
ど
を
盛
り
込
む
ほ
か
、
重
要
性
を
増

す
「
協
同
組
合
の
価
値
と
実
践
」
を
新
た
に
加

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
組
織
討
議
に
加
え

て
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
ご
意
見
を
提

出
い
た
だ
け
る
よ
う
、
意
見
提
出
様
式
を
公
開

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

提
案
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に

定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信
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■
編
集
発
行 

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

—
V
O
L
・
131—
平
成
30
年
9
月
発
行

■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ デントコーンや牧草、野菜の収穫等、実りの秋を迎えました。春の作付から夏を越え、
並々ならぬ労力と愛情が注がれた作物を天災等の大きな被害にあうことなく、豊穣
の秋となることを強く望んでおります。

理　事　会　報　告
8月定例理事会　平成30年８月28日（火）
報告事項　�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．７月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．内部審査の結果について
６．�ＣＣＳ（顧客情報照会システム）定期確認の報告

について

付議事項　�

議案第１号　融資の承認について
議案第２号　�平成３０年度畜産・酪農収益力強化整備等特

別対策事業（機械導入事業）国産チーズ枠の
承認について

議案第３号　�固定資産（土地・立木）の処分について
議案第４号　固定資産の取得について
議案第５号　諸規程等の一部変更について

その他協議事項　�
１．当面の業務日程について

大変お世話になりました。
森　　田　　　直　　樹
白糠支所　家畜改良課家畜改良係
８月31日をもって退職しました。

辞　　令　　発　　令
氏　　名 新　所　属 旧　所　属

相　楽　孝　行 管理部 管理課長兼融資審査課融資審査係長 管理部 管理課長
髙　井　佳　美 金融共済部 融資課融資係長 管理部 融資審査課融資審査係長兼管理課企画管理係兼経理電算係
長　屋　快　斗 白糠支所 金融共済課金融共済係 金融共済部 融資課融資係
佐　藤　はるみ 畜産生産部 販売課販売係兼家畜改良課家畜改良係 畜産生産部 販売課販売係

（平成30年９月１日付）

北海道胆振東部地震により被災された皆様へ
　この度の地震により被災された皆様、その後の停電や断水で深刻な状況に陥り被害にあわれました
皆様に、心よりお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復旧と復興を心よりお祈り申し上げます。
　当ＪＡにおいても生乳の廃棄や乳牛への影響等、大きな被害を受ける事となりました。
　尚、被害等の状況については、次号以降にて報告させていただきます。

退 職 の ご 挨 拶

松　䑓　恭　二
参事役兼
監査室室長

　秋涼の候、組合員の皆様におかれましては、益々ご清祥のことと拝
察申し上げます。
　この度、８月₃1日をもちまして永年お世話になりました釧路丹頂農
業協同組合を定年退職させていただきました。
　昭和5₃年４月に旧音別町農業協同組合に奉職いたしましてから₄₀年
の長きに亘り勤務させていただき無事に退職の日を迎える事が出来ま
したのも組合員、役職員皆様方の温かなご厚情の賜物と心より感謝し、
お礼を申し上げます。
　今後は、引き続き定年再雇用職員としてお世話になりますが、皆様
から賜りましたご厚情、教訓を忘れる事無く今後の人生を歩んで参り
たいと思います。
　最後になりますが、農業、農協を取り巻く情勢は依然として厳しい
状況にあると存じますので、組合員、役職員が一体となりこの難局を
乗り切って頂く事を切に願いますと共に釧路丹頂農業協同組合の今後
益々のご発展と皆様方のご健勝を心よりご祈念申し上げ退職の挨拶と
させていただきます。長い間本当に有難うございました。
（本職員は引き続き、本所に監査室室長として勤務しています。）


